
序

アウグスティン・ヒルシュフォーゲル（1503－
1553）は、「アルトドルファーによる革新的風景画
エッチングを発展させた唯一のドイツ版画家１」と
言われるように、35点の風景を描いたエッチングで
その名を知られている。また、初めて銅版エッチン
グを行い、さらに複数回腐蝕を行なった１人である
とされる２。その上、数学者、地図制作者でもあっ
た彼は、地図、肖像画、装飾図案、聖書の挿絵等さま
ざまな主題の作品を残している。ここで取り上げる
1547年制作の《クレオパトラの死》（図１）は、その
中でも数少ない古代の主題に根ざした版画作品であ
るだけでなく、人体のモデリングにスティプル（点
描）を用いているという点で、彼の作品の中で特異
な作品と言える。また、本作品は、16世紀のクレオ
パトラ像としてしばしば図版が掲載されているとは
いえ、ほとんど研究がなされていない。本論では、
クレオパトラ、そして風景に横たわる裸婦という主
題からこの作品がどのように成立したのかを検討
し、またこれが彼の作品の中でどのような位置を占
めているのかを考察する。

１．ヒルシュフォーゲルの生涯とその研究

アウグスティン・ヒルシュフォーゲルは、1503年
にニュルンベルクで生まれた。彼の生年について
は、1548年の年記のある自画像のエッチングに45歳
と記されていること、および1543年にマテス・ゲー
ベルにより制作された肖像メダルに39歳と記されて

いることから推定できる。
父のファイト・ヒルシュフォーゲルは、ニュルン

ベルクでよく知られたガラス絵工房を30年にわたり
営み、アルブレヒト・デューラーやハンス･フォン・
クルムバッハの下絵によるステンドグラスを制作し
ていた。父ファイトは５人の息子と１人の娘を授か
り、息子のファイトは、父の没後、翌年1526年より
工房を引き継いだ。

ニュルンベルクの当時の様子を伝えるヨハン・ノ
イデルファーの『1547年の芸術家、職人についての
新報』には、ファイト・ヒルシュフォーゲル父子と
アウグスティンが「ガラス絵師」として記録されて
いる３。アウグスティンは、おそらく父が亡くなる
まではその工房で働き、その後は陶工ハンス･ニッ
ケルとオズワルト・ラインハルトと共同の窯を持ち、
主にヴェネツィア風ガラス容器を製作していたと考
えられる。

1536年にニュルンベルクを離れ、ライバッハ（現
在のリュブリャナ、スロベニア）へ赴き1543年まで
故郷に戻ることはなかった。当初の目的はわかって
いないが、当地では、マヨリカ絵付け師として活躍
し、さらに数学および地図制作法を身につけて、
1539年にニュルンベルク市議会のためにトルコ境界
図を、1542年にはフェルディナント１世の命でオー
ストリアの地図を制作している。この時期にヒル
シュフォーゲルはエッチングを始め（版画に残され
た最初の年記は1543年）、また1543年にニュルンベ
ルクで自著『幾何学』を刊行している。

1544年にはヴィーンに居を構え、宮廷や市民から
の庇護を得て、地図制作者、数学者、腐蝕銅版画

エ ッ チ ャ ー

家、
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ステンドグラス絵師として幅広く活躍した。1547年
には、1543年のトルコによる侵略以降の防衛のため
に、自ら開発した三角測量を用いてヴィーンの地図を
完成させ、大いに称賛された。

ヒルシュフォーゲルについてのもっとも重要な基
本研究は、カール・シュヴァルツが1917年に著わし
た最初のカタログ付きモノグラフであり、この書は
1971年にカタログのデータが増補されて再版され
た４。シュヴァルツの研究以降ヒルシュフォーゲル
について個別研究はあるものの、モノグラフは未だ
出されていない状況である５。シュヴァルツの書は
ドナウ派に属する芸術家のカタログの嚆矢とされ、
ドナウ派研究文献としても意義深い６。

２．ヒルシュフォーゲルの《クレオパトラ
の死》

《クレオパトラの死》（図１）では、クレオパトラ
が画面左を頭にして横たわっている。彼女は上半身
をやや起こして木に寄りかかり、右肘を地面につい
て体を支え、胸に置いた左手には１匹の蛇の頭を
握っている。蛇は長い舌を出し、まだ彼女を噛んで
はいないようである。彼女はこれから自らに毒牙を
向けるのだろうか。クレオパトラは顔をこちらに向
け、しっかりとわれわれ観者を見据えている。彼女
の脚はいささかぎこちなく交差されている。右手は
人差し指を地面の上に伸ばし、何かを差し示してい
るかのようである。彼女の背後には風景が広がって
いる。中景には河が流れ、その向こうの画面右には
小高い山が見え、山の上や下に家々が建っている。
さらに後景には、山々の峰が見える。画面左下にヒ
ルシュフォーゲルのモノグラムＡＨとそれをはさん
で1547年の年記が記されている。

このエッチングは第２ステートまであり、第1ス
テートの画面は四角形だったが、第２ステートにな
ると上部の角が切り落とされ、６角形になっている。
図様の変更はない。ここで図示しているのは、第２
ステートである。また、第２ステートにはカウン
タープルーフがある。

この作品は技法的にも特異である。風景と比べて
クレオパトラの身体はやや灰色がかって見えるが、
これは風景部分が線描で描かれているのに対して、
人物部分は輪郭線以外ほとんどすべてスティプルで
陰影が施されているためである。スティプルとは、
エングレーヴィングやエッチングで用いられる技法
の一種で、特殊な彫版用具で、彫るのではなくパン
チのように点を打ち付けて階調を表す技法である。
ヒルシュフォーゲルの作品の中で、この技法が用い
られたのは、現在知られている限りこの作品１点の
みである。

３．クレオパトラの図像

本章では、ヒルシュフォーゲルの本作品が美術史
に占める位置を確認するために、16世紀の同時代あ
るいは先行するクレオパトラの主な図像を検討した
い。まず同郷の版画家ベーハム兄弟のものがある。
弟バルテルは、一本の木の前に立つクレオパトラ像
のエングレーヴィングを制作している（図２）。全
裸の彼女は右手を木の枝の付け根に置き、左手に巻
きつく蛇は胸を噛んでいるようである。画面右上に

「CLEOPATRA」の文字があり、その下には1525年
の年記がある。木の下にいる裸体の女性と蛇という
組み合わせは、人類最初の罪を犯した女エヴァの姿
をも思い起こさせる。

兄ゼバルトは、同主題による２点のエングレー
ヴィングを制作している。いずれも地下牢の中にク
レオパトラを配しているが、「CLEOPATRA」の文
字、1529年の年記とＨＳＰのモノグラムがあるもの
は、全裸の立像で、高くあげた右手に巻き付く蛇が
彼女の乳首を噛んでいる（図３）。足元には鎖が置
かれている。もう一点はＨＳＢのモノグラム７が見
える作品で、クレオパトラは鉄格子のある地下牢に
座っている（図４）。彼女が座る台には、先端に脚輪
ある鎖が付いている。左胸を晒しているものの衣を
まとっており、全裸ではない。蛇は彼女の胸を噛ん
でおり、彼女は顔を左に傾けて苦しみ悶えているか
のようである。このようにクレオパトラを囚人とし
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て表現するのは、中世末期以来のキリスト教的価値
観からこのエジプトの女王を非道徳的な悪女とする
見解を反映している８。

デューラー以降ドイツにもイタリア・ルネサンス
的主題は移入されたものの、クレオパトラという主
題はドイツの絵画ではほとんど表現されることがな
かった９。一方この主題は、イタリアでは多く描か
れている10。

クレオパトラを伝える古典文学の中でも、古代
ローマのギリシア人著述家プルタルコスの『英雄伝』
のラテン語訳は、1470年ローマで部分的に出版され
て以来15世紀にすでに様々な刊本が出ており、16世
紀には俗語訳も広まっていた。また、1512年頃に教
皇ユリウス２世（在位1503－1513）がマッフィ家か
ら購入してヴァチカンのベルヴェデーレの庭に設置
された、ヘレニズム彫刻のローマ時代の模作《眠る
アリアドネ》は当時「クレオパトラ」を表わしてい
ると考えられていた（図５)11。ベルヴェデーレの古
代彫刻コレクションは、当時の芸術家たちの関心を
大いにひいた。この《アリアドネ－クレオパトラ》
のイメージを広めるのに一役買ったのが、ラファ
エッロの下絵によるマルカントニオ・ライモンディ
のエングレーヴィングであった（図６）。その姿は
彫刻の忠実な再現ではないものの、彼女は両腕を頭
の上で組み、足を交差させるという特徴的なポーズ
で寝椅子の上に横になっている。上半身を露にし、
下半身は衣に包まれている12。クレオパトラである
ことを強調するためか、両腕に蛇を巻き付かせてい
る。この版画はさらに複製版画が大量に作られ広く
流布した。この古代彫刻のポーズは女性の横臥像の
一つの原型となったと考えられる13。

同じくヴァチカンの彫像に刺激されてラファエッ
ロが下絵を制作したといわれるのが、アゴスティー
ノ・ヴェネツィアーノのエングレーヴィングであり、
画面右下にＡＶの文字、右上には1528年の年記があ
る（図７）。プルタルコスによればクレオパトラは
室内で自死を遂げたが14、ここでは場面は屋外で画
面左にある円柱にクレオパトラがもたれかかるよう
に座っている。左腕に巻き付いた蛇は彼女の乳首を

噛んでおり、すでに死に至ったかのように眼を閉じ
て頭をうなだれている。彼女は上半身のみを露にし
て、下半身は衣に覆われ、足を交差させている。傍
らにはクピドがいて、両手で顔を覆って嘆いている。
背景は壁でふさがれており、クピドの弓と矢筒は火
が燃える角柱に立てかけられている。

この像とたいへんよく似たポーズをとるクレオパ
トラが、イタリアの1515年の版画家のエングレー
ヴィングにドライポイントのような効果を加えた作
品に見いだされる（図８）。この作品には1515年の
年記と「CLEOPATRA」の文字が刻まれており、ヴェ
ネツィア－ノはおそらくこの版画も参照したに違い
ない15。クレオパトラがよりかかるのは画面左端の
一本の木であり、彼女は右手で顔を支えているもの
の、脚を交差させるポーズは一致している。彼女の
向かいには境界柱が描かれている。同版画家は、横
臥像のクレオパトラも制作している（図９）。１本
の木とその傍らの台の上に壺が置かれており、その
前で彼女は画面左を頭にして、右手で石の上に頬杖
をついて横たわり、その手に巻き付く蛇が彼女の乳
首を噛んでいる。背後に回された彼女の左腕は見え
ない。そして、彼女の背後からもう一匹の蛇が頭を
出している。彼女は目を閉じ、全裸でわずかに下に
ひかれた布が脚を覆っている。この２点の作品で
は、場面は屋外であるが背景は何も描かれず、ただ
斜線のみで覆われていることが共通している。

風景の要素がある作品では、ボローニャのジャコ
モ・フランチャが立像のクレオパトラを描いたエン
グレーヴィングがある（図10）。両手に蛇を手にし
ているが、高く上げた右手でつかんでいる蛇が彼女
の乳首を噛んでいる。彼女の脚元にはクピドがい
て、彼女の左手に持つ蛇の頭を一緒に握っている。
クレオパトラは全裸であり、地面には衣や弓と矢筒
が散らばっている。クレオパトラのポーズは、ゼバ
ルト・ベーハムによる立像に類似している。いずれ
も右手を上げ左手を下げているものの、コントラポ
ストを示す身体はちょうど反転したかたちを示して
いる。背景は中央から画面右にかけて木立でふさが
れ、一方左側は未完成であるのか表現されていな
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い16。
立像の姿をとるクレオパトラとしては、先のアゴ

スティーノ・ヴェネツィア―ノが1515年にバッ
チョ・バンディネッリの下絵により制作したエング
レーヴィングがある17。彼女は石の上に右足をの
せ、体をねじらせてマニエリスム的形態を示してい
る。遠景にみえる建物や木々は、デューラーに遡る
風景が用いられている（図11)18。

これまで版画の作品を挙げてきたが、イタリアで
は、絵画や彫刻作品も制作されている。本論では彫
刻には触れないが19、これまでとは異なるタイプの
クレオパトラ像を挙げておく。まず、ミケランジェ
ロによるチョークの素描《クレオパトラの頭部》

（フィレンツェ、カーサ・ブオナローティ）を指摘す
るべきであろう（図12）。空中に飛翔しているよう
な蛇はすでに彼女の乳首を噛んでいるようだが、首
をねじって後ろに視線を送るその表情は穏やかであ
る。前面の若く美しいクレオパトラと対照的に、裏
面には、苦しみのためか醜く歪んだ女性の顔が描か
れている。また、ロンバルディアのレオナルド派の
ジャンピエトロ（ジョヴォンニ・ピエトロ・リッ
ツォーリ）による油彩画（パリ、ルーヴル美術館）で
は、鉄格子のある室内で裸体のクレオパトラが半身
像でとらえられている（図13）。彼女は手前にある
籠から蛇を取り出して、自らの乳首を噛ませている。
無花果の入った籠に隠して蛇を持ってこさせたとい
う、プルタルコスの記述に準じているのだろう。

ドイツとイタリアのクレオパトラの様々な表象、
立像、座像、横臥像、半身像または胸像を見てきた
が、最後にネーデルラントのロマニスト、ヤン・ファ
ン・スコーレル（1495－1562）の油彩による《死せる
クレオパトラ》（アムステルダム、国立美術館）に注
目したい（図14）。ファン・スコーレルは、カーレル・
ファン・マンデルの『絵画の書』（1604）おいて、オ
ランダにルネサンス芸術をもたらした画家と称賛さ
れているように20、ここには彼のドイツとイタリア
滞在の成果があらわれている。この点については次
章で検討することとし、まずは何がどのように描か
れているかを確認しておく。画面左の前景に木々と

茂みが配され、その前でクレオパトラが、布を重ね
たクッションの上に右腕の肘をつくようにして全裸
で横たわっている。その右手につかんだ蛇が彼女の
乳首を噛んでいる。彼女の頭部は右に傾き、眼は開
いているものの、その瞳はすでに虚ろである。左手
は両腿の間に差し込まれ、左脚を伸ばし、右脚はや
や曲げている。画面右の中景には木が一本立ってお
り、その向こうの小高い丘には建物が見える。さら
に遠景には、青く霞んだ山々が望まれる。この作品
は1520年から24年頃に年代づけられ、この時期は彼
のイタリア滞在と1523年のユトレヒトへの帰郷直後
にあたる。ファン・スコーレルの作品は、ヒルシュ
フォーゲルのエッチングと共通する要素が認められ
るとはいえ、おそらく直接的な接点はない。この関
係を考えるには、しばしクレオパトラの主題を離れ
て、裸婦の横臥像をさらに検討するべきだろう。

４．横たわる裸婦

ヒルシュフォーゲルの《クレオパトラ》は、明ら
かにジョルジョーネの《眠れるウェヌス》（ドレスデ
ン、国立絵画館）をはじめとする、風景の中に横た
わる裸婦像を連想させる（図15)21。当時イタリアで
はウェヌスを裸体の横臥像で描く伝統はなく、よく
知られているように、ジョルジョーネのウェヌスの
ポーズは1499年にヴェネツィアで刊行されたフラン
チェスコ・コロンナ（1433－1527）の『ポリフィ－ロ
の夢』の中のサテュロスに発見される泉のニンフを
源泉としている（図16）。やはり同書に遡る泉のニ
ンフという主題は、ドイツにおいては、デューラー
が彩色素描（ヴィーン、アルベルティーナ)22を残し
ているほか、とりわけルカス・クラーナッハ（父）が
繰り返し描いている23。

1508年から1510年頃に描かれたジョルジョーネの
作品では、画面左に岩があり、その前に置かれた赤
いクッションと下の白い布のうえに、裸体のウェヌ
スがゆったりと横たわり、顔をこちらに向けて眠っ
ている。右手を腕枕とし、左手は下腹部に置かれて
いる。脚は交差されており、右足の先は見えない。
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このジョルジョーネの作品以来、横たわる裸婦はと
りわけヴェネツィアにおいて多く描かれた。

第３章で触れたヤン・ファン・スコーレルの作品
には、ジョルジョーネや若きティツィアーノの影響
がみられるとともに、その女性らしからぬ筋肉質の
肉体は、ドイツで人体表現を追求するデューラーと
出会ったことに加えて、とりわけミケランジェロの
表現に学んだこと示している24。前景をほの暗い空
間とし、明るい遠景を望む眺望の風景表現を配する
画面構成もイタリア的である25。風景の要素につい
ては、次章で検討することとする。

ヒルシュフォーゲルが直接触れる可能性があった
ヴェネツィアの横たわる裸婦像は、ジュリオ・カン
パニョーラとその養子となったドメニコ・カンパ
ニョーラの版画作品のそれだろう。シュヴァルツ
が、ヒルシュフォーゲルのモノグラフに「ジュリオ・
カンパニョーラの技法で」と記しているように26、
スティプル・エングレーヴィングの技法は、ジュリ
オおよびドメニコの作品に特徴的に認められる。エ
ングレーヴィングにおいてハーフトーンを点描で表
現することはすでに15世紀から行われていたもの
の、ジュリオはスティプル・エングレーヴィングの
みで制作した作品を残し、18世紀にもっとも盛んに
なるこの技法の創始者と見做されている。

ジュリオ・カンパニョーラが、スティプル・エン
グレーヴィングのみで制作した作品の中の《横たわ
るウェヌス》27では、画面左の木の切り株を枕にし
て、背を見せて横臥する裸婦が描かれている（図17）。
裸婦の背後には木の茂みがあり、画面右には遠景に
建物のある風景を望むことができる。人体はもちろ
んのこと、とくに茂みの微妙な陰影がスティプル・
エングレーヴィングで見事に表現されている。この
作品はジョルジョーネの失われた素描にもとづくも
のと考えられている28。裸婦の独特なポーズは、ラ
イモンディがジョルジョーネの下絵で制作したとさ
れるエングレーヴィング、通称《ラファエロの夢》
という北方的な怪物が登場する奇妙な光景におい
て、前景に横たわる２人の裸婦のひとりとの類似が
指摘されている29。

アーサー･ハインドは、彼のカタログで、ジュリオ
の名の下に入れながらも、アダム･バルチュによる
アゴスティーノ･ヴェネツィア－ノへの帰属をも認
めている《風景の中で横たわる裸婦》を挙げている

（図18)30。花冠を戴いた裸婦は画面左端の壁にもた
れかかり、眠っているようである。シュヴァルツは、
ヒルシュフォーゲルの作品が失われたジュリオの版
画の模作であると考えた31。ハインドがこの作品を
ジュリオに関係づけたのもジョルジョーネ的な構図
を示しているためであり、ヒルシュフォーゲルが目
にした可能性を否定できない。

しかしながら、表現や技法という点でヒルシュ
フォーゲルが影響を受けたのは、1517年の年記とサ
インのあるドメニコの《横たわるウェヌス》の方だっ
たのではないだろうか（図19）。彼女は頭を画面左
にして草むらにひいた布に腰掛けるように横たわっ
ている。肘をついた右手は何かを示すように二本の
指を宙に伸ばし、左手は膝の上に置き、脚は交差さ
せている。彼女は眠っておらず、前方を見ている。
画面右には建物のある遠景が見える。コンラート･
オーバーフーバーは、この作品が技法だけでなく、
その雰囲気や構図において、とりわけジュリオの作
品との類似性が際立っていると指摘している32。技
法としては、ジュリオの多くの作品と同様に、線描
と点描が併用されている。裸婦は併用技法で表現さ
れているものの、柔らかな胸部の表現にはスティプ
ル・エングレーヴィングが用いられている。それに
対して、風景は主にエングレーヴィングで描かれて
いる。人体と風景に異なる技法を対比的に用いると
いうヒルシュフォーゲルの発想は、ジュリオよりも
ドメニコの版画から得たものかもしれない。

さらに裸婦の横臥像の表現は、ニュルンベルクに
も伝わっていたことに触れておかねばならない。ま
ず初めに挙げるべきは、1501年の年記とモノグラム
のあるデューラーによる《横たわる裸婦》（ヴィーン、
アルベルティーナ）の素描である（図20）。素描は緑
色で地塗りされた紙にペンと灰色のグァッシュと白
のハイライトで描かれ、「私はこれを構想した Dz
hab ich gfisyrt」と自信に満ちて書き込んでいる。
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裸婦は画面右端の石に左肘をついて上半身を起こ
し、右手は体に沿わせ、脚は重ねている。顔はプロ
フィールでとらえられている。この素描において、
デューラーは「構成的な体系」に基づいた人体の理
想的なプロポーションを追求している33。しかしそ
こに人体以外のものは描かれることなく、逆に彼が
いかに人体表現に集中していたかを示している。

デューラーは、エングレーヴィングの《海の怪物》
でも同様のポーズの裸婦を描いているので34、ゼバ
ルト・ベーハムによる木版画の《アダムとエヴァ》
のエヴァは、おそらくそれからの影響を受けている
のだろう（図21）。頭を画面左にして横たわるエヴァ
は、逆向きのアダムと向かい合っている。エヴァは
切り株に右肘を乗せて寄りかかり、左手にリンゴを
持っている。彼女の顔はプロフィールでとらえら
れ、脚は交差している。アダムは木に寄りかかって
地面に脚を伸ばして座り、エヴァからリンゴを受け
取ろうと右手を差し出している。彼らの背後には林
のような風景が描かれ、そこには鹿の姿も表されて
いる。さらに遠景には山々が見える。この木版画は
1527年に発行された書物35で用いられ、その後1531
年の暦に再度使われた36。ヒルシュフォーゲルがこ
の木版画を知り得た可能性はあっただろう。

５．風景

ジョルジョーネの《眠れるウェヌス》は、マルカ
ントニオ・ミキエルによる1525年の記録によれば、
ウェヌスはジョルジョーネが描いたが、風景とクピ
ドはティツィアーノによって仕上げられたとい
う37。しかしながら、風景に眠るウェヌスを配する
という構想は、ジョルジョーネのものだろう38。恥
じらうこともなく穏やかに眠るウェヌス。彼女は牧
歌的な理想風景、アルカディアにいるのである。古
代の牧歌詩の伝統とともに、16世紀になって刊行さ
れたヤーコポ・サッナザーロの『アルカディア』は、
イタリア語で書かれ、当時広く読まれていた39。

そもそもジョヴァンニ・ベッリーニからジョル
ジョーネ、そしてティツィアーノに代表されるヴェ

ネツィアの画家たちは自然現象に鋭い感覚をもち、
朝日や夕日の微妙な光や雰囲気に包まれた穏やかな
光景を描き出した40。イタリアの中でもトスカナで
は、裸婦横臥像の中心はあくまでも人体であり、そ
れに付される風景は重要な要素とはならなかっ
た41。このヴェネツィア的風景の要素は、第４章で
挙げたジュリオ・カンパニョーラとドメニコ・カン
パニョーラの作品にも認められる。とくにドメニコ
が風景を描いた素描や版画によって、ヴェネツィア
的風景表現は広くヨーロッパに流布した。

一方ドナウ派を代表するアルブレヒト・アルトド
ルファーは、人物が存在しない純粋な風景表現を作
品として初めて描いたことで知られる。また彼は絵
画や素描のみならずエッチングでも風景画を制作し
た42、それらの作品では、自然は時に荒々しく畏怖
を感じさせるものとして描き出されている。ヒル
シュフォーゲルはアルトドルファーとは20年の年の
差があるものの、序で述べたようにその後継者とも
目されている。実際彼には、同じくドナウ派の主要
な画家であるヴォルフ・フーバーによる風景木版画
をエッチングで模写した作品も残している。ヒル
シュフォーゲルの風景画では、《クレオパトラの死》
を描いた1547年ではないものの、前年の1546年の年
記が刻まれた一連のエッチングがあり、そこでは前
景にしばしばねじれるように勢いよく伸びた木が配
されて、ごつごつした岩山が配されることもある（図
22）。ヒルシュフォーゲルの風景画には、エッチン
グの特徴をうまく活かした、流れるような、あるい
は素早くひっかくような描線が特徴的に認められる。

それでは《クレオパトラの死》の風景表現はどう
だろうか。前景の木はヒルシュフォーゲルに特有の
流れるような描線で描かれているとはいえ、線の勢
いは控えめになっている。土手は、クレオパトラの
下半身の輪郭線に沿うように蛇行している。土手の
向こうは河が流れ、そのかなたに中景の風景が広
がっている。画面右端の小高い山には建物が建って
おり、その麓には町が見える。麓から山頂に至る一
本の道が続いている。また、河の向こう側にも家々
が見える。これらの点景は、ヒルシュフォーゲルの
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描く風景の中でも特段に細やかに表現されている。
さらに遠景にはなだらかな山々の峰が連なってい
る。先に挙げた風景画エッチングの作例と比較する
と、その荒々しさとは打って変わって、ここに広がっ
ているのは、穏やかな雰囲気に包まれた風景である。
一方で、画面中央に、前景と中景をつなぐかのよう
に、おそらく橋であると思われる二本の板が河の上
に渡されているが、その大きさは風景に釣り合って
おらず、このモチーフの配置は成功しているとは言
いがたい。前景に人物を配する舞台を設定したため
に、風景画では問題なく描かれていた前景から中景
への連続性を保つことに、おそらくヒルシュフォー
ゲルは苦労したのだろう。一見人物と風景は調和し
ているかのようだが、そこには綻びが潜んでいる。

結論

ヒルシュフォーゲルには、神話的主題を扱った作
品として、1545年の年記のある《サテュロスと格闘
するバッカンテ》と1548年の年記のある《テントの
中で母子とともにいるサテュロス》のエッチングを
制作しているが、前者では背景の風景は付加的であ
り、後者は風景的要素を欠いている。またいずれに
もスティプルの使用は見られない。

ヒルシュフォーゲルは、イタリア版画を模作した
エッチングを残しているものの、《クレオパトラの
死》は、彼が人物表現においても、風景表現におい
ても、もっともイタリア美術に近づこうとした作品
なのではないだろうか。「風景の中で横たわるクレ
オパトラ」という表現の直接的な先例を、ヒルシュ
フォーゲルはおそらく身近に持つことはなかった。
それにもかかわらず、カンパニョーラの版画と、泉
のニンフ―ウェヌス―クレオパトラ―エヴァとい
う連鎖に助けられて43、彼は自らの「風景の中で横
たわるクレオパトラ」の図像を構想し、この作品を
作り上げたのだろう。

シュヴァルツは、「人物表現はヒルシュフォーゲ
ルの弱い側面であった」という興味深い記述を残し
ている44。《クレオパトラの死》において、彼は裸婦

という難しい課題に果敢に取り組んだが、それでも
ぎこちなく交差した脚や不格好な足の指など下半身
の表現に滲み出る拙さを隠すことはできなかった。
スティプルによって、女性の身体の柔らかさと微妙
な陰影によるモデリングを試みているとはいえ、こ
の技法をさらに積極的に用いることを控えたのは、
やはりルネサンスの理想的な人体を表現する自らの
能力に限界を感じたからかもしれない。

1547年はヴィーンの地図を完成させた年であり、
1548年と1549年に描かれた自画像には、「我は幸福
が戻り来るのを望む Spero fortunae regressum」と
いう彼のモットーが刻まれている。長い苦難の道を
克服し、彼はさらなる成功を希求していた。この
モットーはまた、イタリア美術への接近を放棄し、
自らの道をようやく定めたという自負の表明である
のかもしれない。
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附記
本研究は、科学研究費助成研究「西洋初期エッチン
グの展開と諸相」（基盤研究Ｂ 研究代表者：保井亜
弓）の成果の一部である。

（やすい・あゆみ 芸術学／西洋美術史・版画史）
（2016年10月31日 受理）
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図１ アウグスティン・ヒルシュフォーゲル《クレオパトラの死》1547年 エッチング

図２ バルテル・ベーハム《クレオパトラの死》
1524年 エングレーヴィング

図３ ゼバルト・ベーハム《クレオパトラ
の死》1529年 エングレーヴィング
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図６
マルカントニオ・ラ
イモンディ（ラファ
エッロ原画による）
《クレオパトラ》
1515－1527年
エングレーヴィング

図４ ゼバルト・ベーハム《クレオパトラの
死》1531－1550年 エングレーヴィング

図５ 《眠るアリアドネ（クレオパトラ）》２世紀 大理石 ヴァチカン美
術館
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図７ アゴスティーノ・ヴェネツィアーノ（ラファエロ原画による）
《クレオパトラの死》1528年 エングレーヴィング

図10 ジャコモ・フランチャ《クレオパトラ
の死》1515－1530年 エングレーヴィング

図８ 1515年の版画家《クレオパトラの死》1515年 エングレーヴィ
ング

図９ 1515年の版画家《クレオパトラの死》1510－1520年 エング
レーヴィング

図11 アゴスティーノ・ヴェネツィアーノ（バッ
チョ・バンディネッリ原画による）《クレオパト
ラの死》1519－1530 エングレーヴィング
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図13 ジャンピエトロ《クレオパトラの死》
1515年頃 油彩 ルーヴル美術館

図12 ミケランジェロ･
ブオナローティ《クレオ
パトラの頭像》1533－
1534年 素描 カーサ・
ブオナローティ

図14 ヤン･ファン・スコーレル《死にゆくクレオパトラ》1520－
1524年 油彩 アムステルダム国立美術館

図15 ジョルジョーネ《眠るウェヌス》1518－1520年 油彩 ドレ
スデン国立絵画館

図16 フランチェスコ･コロンナ『ポリ
フィーロの夢』1499年 木版画



― 86 ―

アウグスティン・ヒルシュフォーゲル作《クレオパトラの死》 保井亜弓

図17 ジュリオ･カンパニョーラ《眠るウェヌス》
1510－1515年 エングレーヴィング

図18 ジュリオ･カンパニョーラまたはアゴスティー
ノ･ヴェネツィア－ノ（帰属）《横たわる裸婦》1510－
1520年 エングレーヴィング

図19 ドメニコ･カンパニョーラ《横たわるウェヌス》
1517年 エングレーヴィング
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図20 アルブレヒト･デューラー《横たわる裸婦》
1501年 素描 アルベルティーナ

図22 アウグスティン・ヒルシュフォーゲル《風景》
1546年 エッチング

図21 ゼバルト・べーハム《アダムとエヴァ》1527年 木版画
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